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はじめに 

 下関市では、平成２７年１月に「下関市住民自治によるまちづくりの推進に関

する条例」が施行され、本市が進める地域内分権の一つである「住民自治による

まちづくり」について明らかにするとともに、各地区のまちづくり協議会の設立

をはじめ、市民と地域と行政が互いの役割と立場を尊重するまちづくりを推進し

てまいりました。 

 平成２８年度には、市内全１７地区でまちづくり協議会が設立され、現在、各

地区において、地域の力を生かし、身近な地域課題の解決や地域活性化に向けた

取組が進められています。 

この事例集では、平成３０年度に、市内１７地区まちづくり協議会で実施され

た活動の一部を紹介しています。本市の特色ある活動を市民の皆様や市外、県外

に向けて発信するとともに、各地区まちづくり協議会が情報を共有し、新しい事

業に取組むきっかけや、既存事業の充実を図るための参考としてご活用いただけ

れば幸いです。 
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【協議会 概要】 

 

 

        ☎／📠：083-250-8380 

●地域の状況 （人口）   23,142人  （世帯数）12,573世帯 

 （中学校区）日新中学校・名陵中学校  （面積） 7.77 k㎡ 

●設 置 部 会  総務部会、環境・防災対策部会、地域づくり部会 

健康・福祉部会、子育て・青少年育成部会 

●活動の概要 ・広報紙の発行 ・ホームページの維持管理 ・図上訓練の実施  

        ・防火防災教室 ・サロンの開催 ・困りごとお助け隊の普及 

        ・子育て活性化行事 ・遊休農地活用事業 ・北浦街道のまち興し事業 ほか 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中東地区東部の貴船町赤岸通りの街並みが

往時の風情が温存されていると言うことで、

平成２８年度第７回下関市景観賞街並み部門

で表彰されたことをきっかけに「まち興し」

議論を開始しました。 

平成３０年度下関市公募の「地域力アップ

事業(インセンティブ)」に、まち興し範囲を

拡大し「地域資源活用事業・広域交流事業」

「赤岸通りを含む北浦街道のまち興し」とし

て応募、認定されスタートしました。 

① 安冨先生の講話(北浦街道あれこれ) 

② 落葉清掃活動(２回) 

③ ペットボトルツリーで街を華やかに 

④ 奥小路公園周辺の夜桜ライトアップ 

⑤ 奥小路公園内でプチイベント 

(ミニコンサート・フィールドヨガ・ 

お宝クイズ大会・竹灯篭飾り など） 

⑥ 「街道にゅーす」２回発行 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ https://www.machidukuri-cyutou.com/ 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ cyuutouchiku.machidukuriky@orchid.plala.or.jp 

 

 

テーマ 

 

●設立年月日 平成27年10月6日 

●事 務 所 〒750-0005 下関市唐戸町4番1号 カラトピア

活動のきっかけ 

活動の内容 

https://www.machidukuri-cyutou.com/
mailto:cyuutouchiku.machidukuriky@orchid.plala.or.jp
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 子どもと大人が隔たりなく 

信頼関係を築くための地域の 

雰囲気づくりを模索しています。 

 そのために、まず大人同士が 

真摯な議論ができる環境づくり 

をしながら、人材確保・人材育成を 

進め、”まちづくりはひとづくり” 

の基礎に立ち返りたいと考えます。 

活動のきっかけ 

今後の展開 

外国人も多く訪れる赤間神宮での貴重な話や体験を通じ、下関に対する意識も変わりました。 

また、知っているようで知らない、市原悦子、常田富士男が語る「まんが日本昔ばなし」にも登場

する「耳なし芳一」をわかりやすく紙芝居で聞くことにより歴史観にも変化が生じました。 

今後も、歴史をベースにした体験活動を行いながら、子供たちの成長、ひいては、まちづくり協議

会の成長につなげたいと考えます。 

活動内容 

■赤間神宮宮司のお話し及び芳一堂の見学 

■耳なし芳一紙芝居（ＮＰＯ法人 青少年共育活動協会） 

■琵琶演奏（北田富美子さん／筑前琵琶 早鞆旭会代表)及び琵琶体験 

■耳なし芳一トリビア○×クイズ、まとめ 

地域に昔から伝わる怪談「耳なし芳一」

の話を小・中学生（養治小・文関小・名池

小・王江小、日新中、名陵中）に聞かせた

り、琵琶に触れることで、下関市の歴史に

興味を持ち、地域を守り育てる意識を醸成

すると共に、夏休みの思い出や、相互の 

つながりづくりの一助とするため、子育

て・青少年育成部会が発案しました。 

■広域での地域力アップ、地域資源発掘につながる意義ある事業となりました。 

■地域内の人材発掘につながりました。 

■地域住民のつながりだけでなく、大学・幼稚園・福祉事業者との横のつながりが広がりました。 

■色々な分野とのアプローチにより新情報、更なる資源発掘、街の課題発見につながりました。 

 

■事業を継続しつつ、平成３０年度に実現できなかった事業(まち歩き＆お宝探し・花いっぱい活動他)を 

推進します。 

■横のつながりの拡大と公募・口コミによる人材の拡充を進めます。 

■街の課題の整理と将来の方向性について、しっかりと検討していきたいと思います。 

活動の成果 

今後の展開 



- 3 - 
 

（H30.10.1現在） 

 

 

 

【協議会 概要】 

●設立年月日 平成28年2月2日 

●事 務 所 〒750-0065 下関市伊崎町一丁目4番30号 

西部公民館 

        ☎／📠：083-250-6455 

●地域の状況 （人口）   12,040人  （世帯数） 7,453世帯 

 （中学校区） 文洋中学校  （面積） 3.25 k㎡ 

●設 置 部 会  総務部会、福祉部会、教育部会、安全・安心部会 

●活動の概要 ・広報紙の発行 ・認知症カフェの運営 ・地域ふれあいフェスティバル 

        ・照子親 ・防災教室 ほか 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西部地区は、高齢化率が高く、一人暮ら

しのお年寄りも増えてきています。このよ

うな現状にあるため地域の皆さんが集える

場所としてオレンジカフェつづみを開設し

ています。   

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ  qqsp7hv9k@cap.ocn.ne.jp 

【参加人数】 

 

 
１．病気を意識せずに気楽に過ごせる。                           

２．自分の役割が持てる。                                  

３．自分と家族が社会と繋がる。 

【つづみの思い】 

開催時間： 午後１３:３０～１５:００まで 

（７月と２月は午前１０:００～１１:３０まで） 

第 １回  ４月 ７日（土） 卓球バレーと茶話会                           

第 ２回  ５月１２日（土） 音楽で遊ぼう 音楽療法 

第 ３回  ６月 ２日（土） 卓球バレーと茶話会                                                       

第 ４回  ７月 ７日（土） 友田浩司と六木ひろし公演                          

第 ５回  ８月 ４日（土） 笑いヨガ                                 

第 ６回  ９月 １日（土） みんなでちょっと体操                           

第 ７回 １０月 ６日（土） フロイデ金比羅によるイベント  

※台風で中止                                              

第 ８回 １１月 ３日（土） 手品と体操                                

第 ９回 １２月 １日（土） 卓球バレーと茶話会                            

第１０回  １月 ５日（土） 三味線で一緒に                              

第１１回  ２月 ２日（土） みんなで歌おう 懐メロ                          

第１２回  ３月 ２日（土） 卓球バレーと茶話会 

 1回の平均参加者 

約７０名 

活動内容 活動のきっかけ 

mailto:qqsp7hv9k@cap.ocn.ne.jp
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活動の成果と今後の取り組み 

この活動を始めては３年目となり、西部地区の多くの住民が参

加されています。平成３０年度からは、新メニューとして卓球バ

レーを取り入れました。これは、障害のある方もない方も一緒に

楽しめる日本発祥の共生型スポーツです。年に３回程度計画して

いますが開催するたびに参加者も増えており、今後もオレンジカ

フェつづみは継続していきます。活動内容ついても皆さんが楽し

く参加できる企画を考えていきたいと思っています。 

活動のきっかけ 

今後の展開 

特にＤＩＧ（図上訓練）においては、事

前に危険を予測できることと同時に、避難

経路、避難場所、即応性ある避難準備の徹

底、地域住民や関係機関との連携、参加者

間の共有などが確認できたと思います。 

活動内容 

○下関市が発行しているハザードマップの説明                          

⇒自分の命を守るためにもハザードマップを正しく理解し 

役立てる。                 

○ＤＩＧ（図上訓練）により各地域ごとに被災時の避難等に

ついて考える。                

⇒災害図上訓練は、地域での大きな災害が発生する事態を 

想定し、地図にペンを用いて、危険が予測される地帯また

は事態を書き込んでいく訓練です。                         

○ＡＥＤ模擬実施                                    

⇒ＡＥＤに実際に触れてみる。いざという時にきっと役に立

つ。 

近年、豪雨災害や大地震などの自然災害が各地で

発生し、多くの被害がでています。昨年の豪雨災害

では下関市でも被害が多数発生しました。 

今回の防災教室では、いざ自分の地域が被災した

時に、どのようにして命を守るのか、どこに避難す

ればいいのか、避難所に行くルートの安全はどうな

のかなどについて、地域住民が作業し、発言し、実

際の生活目線で考えることにより、防災意識を高め、

災害時の対処について知識をつける事を目的として

企画しました。 

 

活動事業を効果的に 

進めるためには・・・ 

 

●組織体制の確立 

●計画的な予算 

●活動の内容や規模に応じた 

活動エリアの設定 

 

が必要だと考えます 

 

 
参加者 

８９名 
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【協議会 概要】 

●設立年月日 平成28年9月1日 

●事 務 所 〒750-0047 下関市向山町14番1号 向山小学校内 

        ☎／📠：083- 250-7333 

●地域の状況 （人口）   9,583人  （世帯数） 5,278世帯 

 （中学校区）向洋中学校  （面積）  1.92 k㎡ 

●設 置 部 会  総務部会、福祉部会、生活環境部会、健全育成部会 

●活動の概要 ・地域づくり研修会 ・広報紙の発行 ・ＨＰの作成管理 

        ・高齢者対策事業 ・防災マップ作成 ・図上防災訓練 

              ・社会参加促進事業 ・ＰＴＡ連携集会 ほか 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動のきっかけ 

 手作りの門松を地域の施設に

贈呈し、多くの人が清々しい心で

新年を迎えられたら、との思いか

ら平成２９年度より活動をスタ

ートしました。 

今後も継続的に皆で力をあわ

せて行なったほうが良いとの意

見が多くありました。 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ  koyochikumachidukuri@helen.ocn.ne.jp 

（H30.10.1現在）  

２９年度 ５０名 ３０年度 ９０名

【参加人数】 

 

mailto:koyochikumachidukuri@helen.ocn.ne.jp
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活動の成果と今後の取り組み 

小・中学生のボランティアなど地域の人達、延べ９０名が参加

し、門松を作成し、教育センター、中央こども園、市民センター

などに贈呈する事ができました。昨年と違うメンバーが多く参加

しており、取り組みが地域住民に伝わり、また多くの人達が参加す

ることによって地域の交流の場が広がったように思われます。                      

今後は自分達で家庭用に門松を作成出来る様に広めたいと思いま

す。    

【工夫した点】 

活動のきっかけ 

今後の展開 

大変有意義な交流が出来たと思います。今後もこの取り組みを継続的に続けていこうと考えます。 

次回からは、より早い時期から学校と協議を行い、より多くの地域住民が参加できるよう、検討を

進めていきたいと思います。 

活動内容 

 周南市からボランティアでマジックの公演をしている講師を招き、生徒の目の前で実演したり、最

後には誰でも出来る簡単なマジックを教えていただきました。 

公演終了後には、学校からの計らいで教室にもどり生徒さん達と一緒に楽しい給食をいただき、楽

しい交流会が出来ました。 

役員会の中で卒業生となにか思い出を作ることは

出来ないだろうかとの意見があり、学校との話し合

いを通じて、地域の方々との交流は生徒にとっても

いい思い出になるので、学校としても積極的に行い

たいとの意見がなされ、当該活動をスタートしまし

た。 

平成２９年度： 

１日で製作にかかる作業を実施 

⇒スケジュールがタイト 

 

平成３０年度： 

日程を２日に分け 

●１日目に竹の切り出し、 

講習を兼ね、２対を作成 

●２日目に残りの製作作業 
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【協議会 概要】 

●設立年月日 平成28年6月14日 

●事 務 所 〒751-0834 下関市山の田東町4番13号  北部公民館内 

       ☎：083-250-7955   📠：083-250-7965 

●地域の状況 （人口）  18,490人    （世帯数） 9,341世帯 

         （中学校区）山の田中学校 （面積）  3.77 k㎡ 
●設 置 部 会 総務部会、健康福祉部会、青少年育成部会、安全・安心部会、 

         環境部会、産業・文化部会 

●活動の概要 ・広報紙の発行 ・ホームページの作成管理 ・美化運動 

        ・河川の自然環境保全 ・ハザードマップ作成 ・防犯講習会 

              ・認知症対策 ・健康推進対策 ・地区の歴史探求 ほか 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ  http://yotuba2017.sakura.ne.jp/ 

 ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ  yamanotamachizukuri@road.ocn.ne.jp 

活動のきっかけ 

山梨県富士本栖湖の芝桜、茨城県ひたち海浜公園のネモフィラ、東京浜離宮恩賜庭園の菜の花

など、全国で有名な花畑には、その評判を聞き全国から多くの方々が観賞に訪れます。下関市で

もリフレッシュパーク豊浦を始め、火の山チューリップ園や長正司公園藤の棚等にも多くの観光

客が観賞に訪れており、また、市役所前花壇や９号線沿い花壇などにも市民の方々のお手伝いを

得て栽培され、まちの美化に役立っています。山の田地区の住民一人一人が協力し、一人５本の

花を植え育てることで、１０万本の花が咲く美しく安全で安心な街づくりに結び付くとの地域力

アップ事業提案から取り組みました。花を植えまちをきれいにしていく取り組みが、青少年健全

育成につながるとともに、日々の管理が高齢者の日課となって、孤独感の解消やうつ・認知症予

防にも効果があると考えました。 

 

http://yotuba2017.sakura.ne.jp/
mailto:yamanotamachizukuri@road.ocn.ne.jp


- 8 - 
 

 

 

 

  

今後の展開 

活動内容 

●管内自治会や各種団体並びに小中学校と協議開始 

⇒植える場所の設定や苗・土・肥料他必要品の手配・水やりや見回り者の選定等相談 

●周辺及び植付花壇の一斉清掃活動を実施 

●花壇の土づくり、そして苗植えを行い、栽培管理や水やり・雑草取り等都度実施 

⇒植える花の種類はその地域の希望にそって手配 

●統一の花として「フジバカマ」を選定 

⇒リフレッシュパーク豊浦の指導を受け、植える場所の選定や土・肥料他必要品の手配、 

水やりや見回り者の選定等相談し、花壇土づくりを実施 

⇒２月１０日リフレッシュパーク豊浦に４１名で「フジバカマ」の苗取りに行き、５７２苗を採取、 

根を洗浄し育苗ポットに入れ持ち帰り、植付場所ごとに分け各自1～２か月養生し、 

２０１９年４～５月に花壇等に植付現在育成中 

 

 

地元住民の方々に事業内容を理解して頂くことが大切で

あり、その為には各自治会、自治連合会を始め、地区社協、

小中学校ＰＴＡ他各種団体に実施内容のＰＲと事業への参

加呼びかけを徹底して行うことが大事だと考えます。 

「街がきれいになった」、「花壇がきれいになった」等の成

果をアピールし、自分の町内でもやってみたいとの働きかけ

を、まちづくり協議会挙げて協力を要請していく事が大切だ

と感じます。 

２０１９年秋にアサギマダラが飛来することによるＰＲ

効果を期待しています。 

 秋期花が咲けば蝶々アサギマダラの飛来が期待でき、各地で観賞できると思います

令和元年以降も継続して花の苗他の支給を行い、当初目標の１０万本の花畑を構築してま

いります。フジバカマの苗の採取を継続して行い植え付け箇所も年々拡大させ、アサギマダ

ラの飛来するまちとして全国にその名が轟くよう推進を図っていきたいと考えます。 
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ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ  http://www.hikoshima.jp/ 

   ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ  hikomachi@hikoshima.jp 

【協議会 概要】 

●設立年月日 平成28年7月21日 

●事 務 所 〒750-0075 下関市彦島江の浦町一丁目3番1号 彦島公民館内 

        ☎：080-1916-0716 

●地域の状況 （人口）  26,039人  （世帯数） 12,949世帯 

 （中学校区）彦島中学校・玄洋中学校  （面積） 11.26 k㎡ 

●設 置 部 会 総務安全部会、健康福祉部会、子ども部会、六連島部会 

●活動の概要 ・地域づくり研修会 ・広報紙の発行 ・ホームページ作成管理 

         ・広域防災訓練 ・高齢者のサポート ・スポーツ大会 

        ・あいさつ運動 ・子育て支援 ・多世代交流 ・島外との交流会 ほか 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（H30.10.1現在）  

 

活動のきっかけ 

６５歳以上人口が、全体の３６．４％（H28.10.1現在）を

占めていた彦島地区において、「ふれあいサロン」を提供す

ることで、人と関わることの大切さや楽しさを知っていただ

けたら、と事業をスタートしました。 

明るく元気に、健康な心身を育むことにより、認知症予防、

孤立防止にもつながると考えています。 

活動内容 

・ 第 ７回 １０月１０日（水）： 歌声広場【１２０人】 

・ 第 ８回 １１月２１日（水）： 絵手紙 【７６人】 

・ 第 ９回 １２月１９日（水）： 元気体操【１１２人】 

・ 第１０回  １月２３日（水）： 多肉植物の寄せ植え【１０２人】 

・ 第１１回  ２月２０日（水）： 移動カフェ【１４５人】 

・ 第１２回  ３月１７日（日）： 彦まちカフェ・フェスタ【５００人】 

 ➢ 今日行くところがある ⇒ キョウイク（教育）  

➢ 今日用事がある    ⇒ キョウヨウ（教養） 

元気に生きるために大切なこと 

 多肉植物寄せ植え 

 移動カフェ 

http://www.hikoshima.jp/
mailto:hikomachi@hikoshima.jp
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活動のきっかけ 

彦島に居住していながら、彦島の文化、歴史遺

産、地理などについて知らない又は関心がない住

民が多く、まちづくりに取り組むためには、まず

は自分の住んでいるまちを知ることから始める

必要があると考え、この事業に取り組むこととし

ました。 

活動の成果と今後の取り組み 

【事業の成果】 

現に暮らしている彦島について、より知識等を深めることができたのはもとより、地区住民の交流促進、

健康づくりなどにも役立ったと考えています。 

 

【今後の取組み】 

・ 彦島に住んでいながら日頃交流のない方の参加を促すことによる、住民同士の交流の促進 

・ 夏休み等を利用した小学生への学習の機会の提供（→「郷土愛」を育む） 

・ 外出の少ない高齢者の知識等を活用することによる、高齢者の生きがいづくり・健康づくり 

活動内容 

・ 実施期日： 平成３０年１１月２５日（日） 

・ 参加人数： ６２人 

・ 事業内容： 竹の子島史跡ウォーク 

今回は、鬼穴、竹の子島大橋、灯台等について、

ガイドの説明を聞きながら散策しました。初めて

耳にする事柄もあり、参加者は熱心に聞き入って

いました。 

 

活動の成果と今後の取り組み 

楽しく地域交流ができ、また、認知症予防、

孤立防止に資する取り組みとなったと考えま

す。 

・ 遠くて参加できない方を対象とした「移動カフェ」の実施（継続） 

・ 子育て中のママや転入者などを想定したふれあいの場の提供 

・ 彦島地区の元気で明るく前向きな８０代女性の知識等の若い世代への伝承 

活動の成果と今後の取り組み 

 
・地域住民の意見に耳を傾け、広く、率直に、聴く！ 
・関係団体との日常的な情報交換及び連携の強化に努める！ 
・まちづくり協議会として組織決定したことを尊重する！ 
・所属以外の部会のメンバーも積極的に参加する！ 

活動にあたっては・・・ 




